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1．はじめに

　長野県中部高地に位置する広原（ひろっぱら）湿原

（36°15’ 59” N − 138° 15’ 32” E，図 1）における考古・

古環境調査は，2011 年度から 2013 年度にわたり第 1次

調査から第 3次調査まで実施された．これらの調査は共

同研究，私立大学戦略的研究基盤形成事業「ヒト−資

源環境系の歴史的変遷に基づく先史時代人類誌の構築」

（略称：「ヒト−資源環境系の人類誌」，2011 年度〜 2015

年度，研究代表者：小野　昭）により実施された．現在

までに，広原遺跡群の発掘調査および，広原湿原と周辺

陸域の古環境調査の成果および考察論文を掲載した調

査報告書が 2016 年 3 月に刊行されている（小野ほか編

2016）．

　しかしながら『長野県中部高地における先史時代人類

誌　広原遺跡群第 1次〜第 3次調査報告書』では，調査

風景や出土遺物などの写真記録を掲載していない．本稿

は，当該報告書の発掘・遺物写真編の解説である．写真

編のフォーマットは，デジタル版のみである．写真編お

よび解説は，『資源環境と人類』7号の付録ディスクに

収録した．また，ディスクに収録したファイルは，黒耀

石研究センターのwebページ（http://www.meiji.ac.jp/

cols/index.html）他からもダウンロードすることができ

る．

2．発掘調査・遺物写真編の構成

　発掘・遺物写真編は，Ⅰ 解説（本稿），Ⅱ 広原湿原

の現状，Ⅲ 調査風景，Ⅳ 遺物写真で構成される．遺物

写真は，報告書本編の広原Ⅰ遺跡およびⅡ遺跡発掘報告

に実測図等が掲載された遺物を対象としており，写真に

は本編の挿図番号が付されている．なお，例言，謝辞，

凡例は写真編に掲載されている．

長野県中部高地における先史時代人類誌：
広原遺跡群第 1次～第 3次調査報告書
―発掘・遺物写真編（デジタル版）―

島田和高 1*・橋詰　潤 2・小野　昭 3

要　　旨
　本報告は，2016 年 3 月に刊行された明治大学黒耀石研究センター資料・報告集１『長野県中部高地における先史時代人
類誌　広原遺跡群第 1 次〜第 3 次調査報告書』の発掘・遺物写真編およびその解説である．写真図版は『資源環境と人類』
7号に添付したディスク・メディアに収録されているほか，黒耀石研究センターのウェブサイトからもダウンロードできる．
写真図版には，広原湿原の現状，発掘等の調査風景，出土遺物写真を掲載した．2011 年度から 2013 年度にかけて実施され
た広原第 1次〜第 3次調査では，広原湿原のトレンチ調査とボーリング調査による古環境分析，広原遺跡群第Ⅰ遺跡および
第Ⅱ遺跡の発掘調査が行われた．本稿では報告書の記載にもとづいて調査成果を簡潔にまとめて紹介し，今後の課題ととも
に先史時代の人間−環境相互関係に関する研究における中部高地黒曜石原産地の意義について言及した．
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3．第 1 次〜第 3 次考古・古環境調査の概要

3-1　調査に至る経過

　2010 年 8 月 6 日，小野　昭，会田　進，島田和高，

橋詰　潤の 4名により広原湿原の現地踏査を行った

（Plate 1：写真編の図版番号，以下同）．旧和田村（現

長和町）教育委員会と男女倉遺跡群調査団によって

1989 から 1991 年に行われた広域分布調査の際に，広

原湿原の堆積物が採取され，酒井潤一博士（当時信州

大学）による花粉分析が実施されている．花粉分析の

結果，深さ 3 m近いトレンチの下底付近で針葉樹の

花粉帯（年代は不詳）が検出されており，更新世に遡

る花粉記録が得られる可能性を示していた（酒井・国

信 1993）．また，湿地周辺で行われた試掘調査によっ

て，後期旧石器時代を中心とする少なくとも 7ヶ所の遺

物検出地点が確認されていた（男女倉遺跡群調査団編

1993）．踏査の結果，広原湿原と周辺の遺跡群の考古・

古環境調査を行うことで，最終氷期から完新世にかけて

の良好な古環境・考古記録の両者を一体のものとして得

られる可能性が高いと判断し，共同研究「ヒト−資源環

境系の人類誌」によるフィールド調査地とすることに決

定した．

3-2　調査経過（図 2）

　広原 1次調査を 2011 年 8 月 16 日〜 8月 26 日にかけ

て実施した．広原Ⅰ遺跡（TP-1，TP-2，Plate 6，7）と

Ⅱ遺跡（TP-3，Plate 7）の試掘調査を行った．また，

広原湿原にトレンチを掘削し，コラムサンプルを採取

した（TR-1，TR-2，Plate 5）．翌年，広原 2次調査を

2012 年 4 月 28 日〜 5月 13 日にかけて実施した．広原

Ⅰ遺跡の本調査（EA-1，Plate 8 〜 10）とⅡ遺跡の本調

査（EA-2，Plate 11 〜 14）を実施した．EA-1 の発掘は

広原 2次調査で終了した．また同年 11 月には広原湿原

の機械ボーリング調査を実施した（HB-1A 〜 1C，Plate 

19）．広原 3次調査は 2013 年 4 月 27 日〜 5月 12 日にか

けて実施された．広原Ⅱ遺跡の本調査を継続して実施

した（Plate 14 〜 18）．一部未発掘区域を残すが，EA-2

の調査を終了した．また，EA-1，EA-2 に近接する地点

で機械ボーリングを実施した（HB-2，HB-3，Plate 20）．

島田和高 ほか

Fig. 1. Map of an obsidian source area in the Central Highlands, Nagano Prefecture and the Hiroppara bog 
図 1　長野県中部高地黒曜石原産地と広原湿原
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3-3　考古・古環境調査成果の概要

3-3-1　広原Ⅰ遺跡（橋詰・会田 2016）

　縄文早期の土器片と石鏃からなる縄文遺物群が 2a 層

から 2b 層にかけて検出された（Plate 21，22）．2b 層か

ら 4層にかけて細石刃石器群以前に位置付けられる尖頭

器石器群が検出された（Plate 23 〜 26）．縄文遺物群と

尖頭器石器群は分布と出土層位が重なることから，両者

の明確な層位的分離は困難であった．尖頭器形態は両面

調整と周辺調整形態からなり，両者には若干の出土層位

差が認められる．剥片類は調整剥片を主体としており，

Ⅰ遺跡 EA-1 は，いわゆる原産地遺跡の代名詞ともなっ

ている原石の獲得にはじまる後期旧石器時代の尖頭器大

量製作址ではなく，一時的に形成された当該期のキャン

プサイトの性格を与えることができる．最終氷期におけ

る原産地土地利用の複雑な成り立ちの一端を示している

と考えられる．

　5層（無遺物層）には，姶良 -Tn 火山灰（AT）から

なる径数 cm のブロックが含まれる．テフラ分析により

ATと確認された（早田 2016）．AT包含層下位の 6層

からは，計 10 点の黒曜石製の剥片，原石からなる石器

群が発見された（Plate 26）．石器群は小規模でその性

格は不明であるが，EA-1 及び周辺に関連するAT下位

石器群が遺存している可能性もある．

　一方，EA-1 の本調査区から南へ 2 mの位置に設定し

た 1 m× 1 mの試掘坑からは，縄文中期初頭の土器片

が集中して検出されたが，出土状況の一部を確認したの

みで，掘り下げ調査を中断した（Plate 8）．EA-1 の周

長野県中部高地における先史時代人類誌：広原遺跡群第 1次～第 3次調査報告書

Fig. 2. Topography of the Hiroppara bog and locations of sites and excavation areas (Ono et al. eds., 2016) 
図 2　広原湿原の地形と周辺の遺跡・調査地点（小野ほか編 , 2016）
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辺には，相当規模の縄文遺跡が埋没していると予測され

る．

3-3-2　広原Ⅱ遺跡（島田・会田 2016）

　2a 層から 2b 層にかけて包含される縄文文化層では，

性格不明の土坑のほか集石が検出され（Plate 11，14），

早期押型文を中心とした土器群と石鏃，錐器，楔形石

器，磨石，剥片，石核，原石からなる石器群が出土し

た（Plate 28 〜 33）．多量の剥片類は，石鏃をはじめと

する石器製作活動が活発に行われたことを示している．

後期旧石器時代の石器群は 4a 層と 4b 層に区分される

4層を主体に出土したことから 4層石器群と呼称した

（Plate 36 〜 68）．テフラ分析の結果，4a 層下部にAT

ガラス粒子の検出ピークが認められた（早田 2016）．

　100 g 以上の大形剥片，石核が密集して出土した状況

を黒曜石集石と呼称した（Plate 12，13，15，16）．黒

曜石集石 1は 4a 層下半部で検出され，この集石 1とレ

ベル差をもって黒曜石集石 2が 4b 層から検出された．

黒曜石集石 2から西に少し離れて，これとほぼ同じ垂直

レベルから完形の透閃石岩製局部磨製石斧が出土した

（Plate 16）．黒曜石集石 1には，台形様石器，ナイフ形

石器，削器，ノッチが伴う．黒曜石集石 1，2の技術的

特徴として，打面形成以外の石核調整がみられない単純

な石刃生産技術，求心状剥離技術，剥片を素材とし主要

剥離面を作業面とする貝殻状剥片生産技術が両者に共通

して認められる．

　4b 層から得られた炭化材の 14C 年代測定値は 26550 

± 90 14C yr BP（31020〜30625 cal yr BP）であった（工

藤 2016）．しかしながら，炭化材は単独で検出されてお

り，石器群形成に伴う人為的な活動に由来する状況証

拠はなかった．また，4b 層からは後期旧石器時代前半

期前葉のタイプツールである局部磨製石斧が出土してい

る．よって，14C 年代は石器群の年代を直接示してはお

らず，若い年代の炭化材の混入があったと判断している．

　4 層石器群は AT 下位石器群であり，後期旧石器時代

前半期前葉に位置付けられる．接合資料と石質別資料の

組成および集石 1と 2の出土状況の検討からは，原石・

石核の持ち込みによる石核素材の作出及び剥片剥離作業

の痕跡が長期間にわたって重複していたと判断される．

また，持ち込まれたり持ち出された個別石核の消費の度

合いが多様であることも示唆され，EA-2 は原産地内で

の原石獲得と石器製作の複雑な履歴が集積した地点であ

る．

　なお，Ⅰ遺跡EA-1 出土の黒曜石製石器の全点を対

象とした産地推定分析が行なわれている（隅田・土屋

2016）．Ⅱ遺跡EA-2 出土黒曜石製石器の産地推定分析

は，2016 年度現在進行中であり，2017 年度に分析結果

を公開する予定である．

3-4　古環境調査成果の概要

　広原湿原のトレンチ（TR-1，TR-2）のコラムサンプ

ルおよびボーリングコア（HB-1A 〜 1C）に対する全炭

素量・全窒素量分析，花粉分析，植物珪酸体分析，珪藻

分析，14C 年代測定，テフラ分析を行った．これらの分

析結果を総合することで，広原湿原周辺における過去 3

万年間の景観変遷が，以下のように復元された（図 3，

吉田 2016）．

3-4-1　約 30.0 〜 17.0 ka

　広原湿原周辺は高山帯の植生景観で覆われていた．亜

寒帯針葉樹林，カバノキ属の花粉が検出されているが，

年間花粉堆積量（PARt）の値は一貫して森林景観を示

す閾値以下である．こうしたことから，広原湿原周辺

は，高山草原やハイマツによる高山帯の景観に覆われて

いたと考えられる．また，植物珪酸体は，湿原部にイチ

ゴツナギ亜科を中心としたイネ科植物が広がることを示

しているが，珪藻分析，コアサンプルの性状からは，不

安定な無機質堆積物の運搬と供給が強く示唆される．

従って，この時期は，周氷河環境下で生産された角礫，

土砂が現在の湿原部に供給されていたと考えられる．

3-4-2　約 17.0 〜 11.2 ka

　森林限界の上昇に特徴づけられる温暖な気候への変化

が認められる．花粉分析からは，17.0 ka 以降に PARt

値が閾値を超え，亜寒帯針葉樹林とカバノキ属の森林が

広原湿原周辺に進出したことを示している．植物珪酸体

にはヨシ・ササが検出されるようになり，また堆積物中

の有機物の含有量も増加し，泥炭化が進行した．珪藻分

島田和高 ほか
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析も湿原内での安定した堆積環境を示している．11.2 〜

12.4 ka の PARt 値は，一時的に森林限界が広原湿原よ

りも低下した時期があることを示しており，ヤンガード

リアス期の寒冷化との関連が示唆される．

3-4-3　約 11.0 〜 3.0 ka

　花粉分析により，コナラ亜属を主体とする落葉広葉樹

林が発達し，森林限界がさらに上昇したことが示されて

いる．また，湿原部では湿潤な水環境を示す浮遊性珪藻

種がみられ，泥炭が安定して堆積する環境が継続した．

3-4-4　約 3.0 〜 0.7 ka

　花粉分析により，依然として落葉広葉樹林が発達して

おり，温帯性針葉樹の混交が見られることが示されてい

る．また，微粒炭の年間堆積量に増加が認められ，この

時期に頻繁な山火事が発生していたことが示唆される．

3-4-5　約 0.7 ka 〜 AD1918

　花粉分析は，アカマツ林の増加と PARt 値の減少を示

している．このことは人為的な森林伐採とアカマツの二

次林が発達したことを反映していると考えられる．ま

た，珪藻分析からは，湿原部の乾燥化，地下水位の低下

が示されており，人為的な森林伐採によって湿原環境が

乾燥化したことを示唆している．

3-4-6　AD1918 〜現在

　花粉分析は，現在の中部高地景観の大部分をなす，カ

ラマツ植林が拡大したことを示している．

4．今後の課題と展望

　中部高地には，後期旧石器時代初頭から縄文時代の地

下採掘活動まで，濃密な先史狩猟採集民の活動痕跡が残

されている．今回，過去 3万年間の花粉化石等の記録に

もとづく広原湿原周辺における高解像度の景観変遷史が

Fig. 3. Palaeoenvironmental data from the site HB-1A, in the Hiroppara bog (Yoshida, 2016)

The chronology of the HB-1A core was after Yoshida et al. (2016b). Blue shading shows a cold reversal event 
during the Last Glacial Termination. The oxygen isotope curve in NGRIP is modified from Andersen et al. 
(2004). YD; Younger Dryas event (12.4~11.7 ka cal BP, Stuiver and Grootes, 2000).

図 3　広原湿原の HB-1A 地点における古環境データ（吉田，2016）
HB-1A の年代はYoshida et al. (2016) によった．青色部分は晩氷期の再寒冷化イベントを示す．NGRIP の酸素同
位体比カーブはAndersen et al. (2004) を基にして作成した．YD; ヤンガードリアス寒冷化イベント（12.4 ～ 11.7 
ka cal BP, Stuiver and Grootes, 2000）．
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復元されたことにより，気候・植生などの環境変化と黒

曜石資源に対する人間活動の変化の相関関係を具体的に

議論することができるようになった．このことは，先史

時代の人間と環境の相互作用を研究する学際分野にとっ

ては，大きな意義がある．後期旧石器時代の中部・関東

地方の黒曜石利用と中部高地原産地の土地利用，そして

縄文時代の黒曜石地下採掘活動の開始が，広原景観変遷

史とどのように関係していたのかについては，Yoshida 

et al. (2016)，橋詰ほか（2016），島田（2016），Shimada 

et al. (2016) で考察している．

　しかしながら，広原湿原という局地的な区域の古環

境記録に直接対比できる広原遺跡群の考古記録は，現

在のところ後期旧石器から縄文時代にかけて一部の時

期のみが断続的に検出されている現状であり（橋詰ほか

2016），古環境記録の年代的枠組みにマッチング可能な

広原考古記録の時間的連続性の確保が大きな課題となっ

ている．このことは，今後の発掘調査の進行により次第

に解決すると考えている．また，中部高地の考古調査で

は，大規模化することの多い原産地周辺の遺跡の性格に

より部分的な発掘にとどまる事例が多く，また不安定な

更新世堆積物の堆積環境も影響して，1950 年代から蓄

積された多くの石器群で文化層の確定や区分，年代決定

ないしは相対的な編年的位置付けが困難である．中部高

地全域の後期旧石器時代編年の試案が提出されたが（島

田 2015），編年整序にはまだ多くの課題を残している．

したがって，中部高地の考古記録は，古環境記録との比

較研究，特にマッチングに必要な年代及び石器群を単位

とした人間活動の復元（解像度）という点では，全般的

に未だ脆弱である．

　一方で，広原遺跡群を含めた中部高地の考古記録は，

30 ka cal BP 以前に遡ることは確実であるが，広原古環

境記録では 30 ka 以前の花粉記録が欠落している．標高

800 〜 900 m の中部山岳部では，海洋酸素同位体ステー

ジ（MIS）3 は 30 ka cal BP 以降のMIS 2 よりも相対的

に温暖であると指摘されているが（公文ほか 2013），広

原湿原の堆積物からはMIS 3 の花粉記録は得られてお

らず，中部高地原産地に関連する 30 ka 以前の森林限界

の状態を直接あるいは間接に示す何らかの古環境記録の

探求が必要である．

　最後に，新たな観点にもとづく中部高地黒曜石原産地

に対する研究の推進を提言したい．これまで中部高地原

産地は，黒曜石の獲得を起点とするヒトとモノの動きと

いう資源の開発と流通の観点から主に見られていたが，

今回の私たちの共同研究の方法とその成果は，先史時代

の人間−環境相互作用研究の箱庭的フィールドとしての

性格を新たに原産地に付与することができた．中部高地

原産地は，考古記録の年代が確保され連続性が構築され

れば，黒曜石資源に関わる活動という意味で旧石器時代

から縄文時代の人間活動の変化を詳細にとらえることが

可能である．そして，考古・古環境記録の統合と相関関

係の解明の難しさ（データの連続性・解像度・年代マッ

チング）を解決するために，限定された箱庭的区域で両

者の高解像度のデータを蓄積することができるのであれ

ば研究戦術上有利である．以上の理由から，中部高地は

最終氷期から完新世にかけての人間−環境相互作用研究

の好適地である，ということができる．
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An anthropography of the prehistoric Central Highlands 
of Japan: a photographic catalogue for the 2011-2013 

excavation seasons at the Hiroppara site group, Nagano 
Prefecture (digital version)

Kazutaka Shimada 1*, Jun Hashizume 2 and Akira Ono 3

Abstract

This report is a photographic catalogue for the excavation seasons of 2011–2013 at the Hiroppara site group, 

Nagano Prefecture. A PDF file of the catalogue is available on an optical disc attached to volume 7 of the Proceedings of 

the Center for Obsidian and Lithic Studies (COLS), Meiji University: Natural Resource Environment and Humans, 2017. 

Data are also available for download from the COLS website (http://www.meiji.ac.jp/cols/english/). Over a span of three 

seasons in the fiscal years 2011–2013, we conducted a trench excavation, boring surveys for the Hiroppara bog, and 

excavations of the Hiroppara sites I and II at around 1400 m a.s.l. The catalogue consists of photographs of Hiroppara 

bog landscapes, of the progress of the excavations and of Upper Palaeolithic and Jomon industries from Hiroppara sites 

I and II. The results of the research project are also concisely presented based on the excavation report for Hiroppara 

published in 2016 (Ono et al. eds. 2016). We emphasize the importance of Central Highlands obsidian sources as a 

research field for studying the interaction between humans and natural environment in prehistory as well as in certain 

aspects of future research.

Keywords: Obsidian sources; human–environment interactions; palaeoclimatic changes; landscape changes; prehistory
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編　集　後　記

『資源環境と人類』第 7号をお届けします．本号には論文 2本，報告 7本の計 9本を掲載するこ
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した．
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